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中台間の現状変更

中�
台
間
の
現
状
変
更�

―
―
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
を
め
ぐ
っ
て
―
―

安　
　
　

田　　
　
　
　

淳

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

一
九
四
四
年
、
米
国
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
五
十
二
か
国
が
国
際
民
間
航
空
条
約
に
署
名
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
一
九
四
七
年
に
国
際

民
間
航
空
機
関
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
、「
国
際
民
間
航
空
が
安
全
か
つ
整
然
と
発
達
す
る
よ
う
に
、

ま
た
、
国
際
航
空
運
送
業
務
が
機
会
均
等
主
義
に
基
づ
い
て
健
全
か
つ
経
済
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
各
国
の
協
力
を
図
る
こ
と
を

第
一
節　

問
題
の
所
在

第
二
節�　

中
国
が
新
設
し
た
台
湾
海
峡
上
空
の
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
―
―
現
状
変
更
の
始
ま
り

第
三
節　

航
空
路
の
運
用
方
法
を
め
ぐ
る
中
台
間
の
事
前
協
議
と
合
意

第
四
節�　

航
空
路
Ｍ
五
〇
三
の
新
た
な
運
用
と
台
湾
の
反
発
―
―
現
状
変
更
の
深
化

第
五
節　

台
湾
の
国
防
安
全
保
障
上
の
懸
念
と
民
間
航
空
路

第
六
節　

結
語
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目
的
」
と
し
て
設
置
さ
れ
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
専
門
機
関
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
国
際

民
間
航
空
輸
送
に
は
安
全
性
と
経
済
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
国
際
的
に
確
保
し
発
展
さ
せ
る
た
め
、
二
〇
一
八
年

時
点
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
は
百
九
十
二
か
国
が
加
盟
し
て
い
る
。

　

台
湾
は
中
華
民
国
と
し
て
創
立
時
の
会
員
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
一
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
国
連
に
加
盟
し
中
華
民

国
が
脱
退
し
て
以
降
、
こ
の
国
際
的
枠
組
み
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
航
空
の
安
全
性
と
経
済
性
と
い
う
、
い
わ
ば
国
家
の
範
疇
を
超

え
た
人
類
共
通
の
利
益
を
求
め
る
国
際
組
織
に
台
湾
が
加
盟
し
て
い
な
い
の
は
不
適
当
で
あ
り
、
ま
た
奇
妙
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
容
易
に
推
察
さ
れ
る
の
は
、
中
台
政
治
関
係
の
影
響
で
あ
り
、
事
実
、
た
と
え
ば
二
〇
一
三
年
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
総
会
に
台
湾
は

「
中
華
台
北
」
の
名
義
で
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
た
が
、
こ
れ
は
当
時
台
湾
が
統
一
を
志
向
す
る
国
民
党
の
馬
英
九
政
権
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
が
台
湾
の
出
席
を
認
め
た
た
め
と
み
ら
れ
て
い
る）

1
（

。
し
か
し
台
湾
独
立
志
向
を
有
す
る
民
進
党
の
蔡
英
文

政
権
下
の
二
〇
一
六
年
に
は
同
総
会
へ
招
待
さ
れ
な
か
っ
た
。
台
湾
は
会
員
国
で
は
な
く
、
他
方
中
国
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
理
事
国
と
し

て
主
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
だ
け
に
、
台
湾
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
へ
の
関
与
は
中
台
政
治
関
係
の
影
響
を
よ
り
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
な

る
）
（
（

。

　

国
際
民
間
航
空
の
世
界
に
お
け
る
中
台
の
対
立
関
係
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
加
盟
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
二
〇
一
八
年
四
月
に
中
国
民
用
航

空
局
は
世
界
の
航
空
会
社
四
十
四
社
に
対
し
て
、「
一
つ
の
中
国
」
原
則
に
基
づ
き
、
台
湾
が
中
国
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化

す
る
た
め
に
、
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
「
台
湾
」
の
表
記
を
三
十
日
以
内
に
変
更
す
る
よ
う
要
求
し
た）

（
（

。
そ
し
て
こ
れ
に

従
わ
な
い
場
合
は
「
一
歩
進
ん
だ
措
置
を
施
す
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
十
八
社
は
比
較
的
早
く
変
更
に
応
じ
た
も
の
の
、
技
術
的

問
題
等
を
理
由
と
し
て
残
る
各
社
の
変
更
は
な
か
な
か
進
ま
ず
、
中
国
民
用
航
空
局
が
最
終
期
限
と
し
た
七
月
二
十
五
日
を
過
ぎ
て

よ
う
や
く
一
応
完
了
し
た）

（
（

。
中
国
は
航
空
業
界
に
お
け
る
国
名
表
示
を
め
ぐ
り
、
ま
さ
に
一
方
的
に
現
状
変
更
を
推
し
進
め
た
の
で

あ
る
。
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航
空
分
野
で
の
中
国
に
よ
る
現
状
変
更
は
、
す
で
に
二
〇
〇
一
年
頃
か
ら
南
シ
ナ
海
の
一
部
に
お
け
る
飛
行
情
報
区
（
以
下
、
Ｆ

Ｉ
Ｒ）

（
（

）
の
改
編
に
見
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
に
は
「
東
シ
ナ
海
防
空
識
別
区
」
の
設
定
を
公
示
し
た
よ
う
に
、
空
域
の
再
編
や
統
制
と

い
っ
た
面
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
そ
の
時
々
で
、
周
辺
諸
国
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
き
た
。
緊
張
と
緩
和
を

繰
り
返
し
な
が
ら
も
対
立
を
続
け
る
中
台
関
係
の
中
で
も
、
中
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
現
状
変
更
を
企
図
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
台

湾
を
と
り
ま
く
環
境
の
現
状
変
更
は
ど
の
よ
う
に
進
行
し
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
状
況
や
要
因
が
現

状
変
更
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
中
国
に
よ
っ
て
中
国
大
陸
南
東
部
の

沿
岸
海
域
か
ら
台
湾
海
峡
に
か
け
て
の
上
空
に
設
定
さ
れ
た
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
を
題
材
と
し
て
、
中
国
に
よ
る
航
空
分
野
の
現
状
変

更
の
実
態
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節　

中
国
が
新
設
し
た
台
湾
海
峡
上
空
の
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
―
―
現
状
変
更
の
始
ま
り

　

台
湾
海
峡
上
空
の
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
に
設
定
さ
れ
た
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
は
、
二
〇
〇
七
年
に
中
国
が
米
国
な
ど
の
専
門
家
と
と
も
に

設
計
・
評
価
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
承
認
を
経
た
航
空
路
で
あ
る）

（
（

。
そ
れ
は
浙
江
省
の
温
州
か
ら
東
へ
洋
上
約
五
十
マ
イ
ル
の
義
務

位
置
通
報
点
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｍ
Ｏ
と
、
広
東
省
汕
頭
か
ら
南
東
に
洋
上
約
四
十
マ
イ
ル
の
ウ
ェ
イ
ポ
イ
ン
ト
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
の
間
、
ほ
ぼ
北
東

―
南
西
方
向
の
約
四
百
マ
イ
ル
に
及
ぶ）

7
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
う
ち
約
百
七
十
三
マ
イ
ル
は
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
と
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
の
境

界
線
に
並
行
し
、
そ
れ
と
の
間
隔
は
わ
ず
か
約
四
・
二
マ
イ
ル
で
あ
る
。
そ
の
精
度
、
安
全
性
、
信
頼
性
は
国
際
規
格
に
合
致
し
、

運
用
技
術
や
緊
急
対
処
手
順
が
確
立
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
使
用
予
定
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
当
時
の
台
湾
の
民
進
党
政
権
が
、

国
交
を
有
す
る
諸
外
国
や
米
国
に
要
請
し
て
そ
の
公
示
を
延
期
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る）

8
（

。

　

中
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、
そ
の
航
空
輸
送
需
要
は
急
速
に
拡
大
し
、
航
空
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
民
間
航
空
路
の
混
雑
が
深
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中国と台湾の関連航空路

出所：�台湾民航局『eAIP�TAIPEI�FIR』付属の「臺北飛航情報區航路圖」に筆者が中国側航空路等
を加筆。
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刻
な
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
大
陸
沿
岸
の
浙
江
省
か
ら
福
建
省
に
か
け
て
の
上
空
に
は
Ａ
四
七
〇
と
い
う
航
空
路
が
設
定
さ

れ
、
上
海
等
の
沿
岸
諸
都
市
と
香
港
・
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
幹
線
航
空
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
こ
の
Ａ
四
七
〇
を
利
用

す
る
航
空
機
は
、
中
国
民
用
航
空
局
の
統
計
に
よ
れ
ば
二
〇
一
四
年
当
時
で
一
日
当
た
り
千
二
百
便
に
及
び
、
運
航
の
安
全
性
に
懸

念
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
混
雑
の
た
め
に
定
時
運
航
率
は
四
十
六
％
に
と
ど
ま
り
、
遅
延
運
航
の
う
ち
の
四
十
三
％
が
国
際

便
で
あ
る
と
さ
れ
た）

9
（

。
民
間
定
期
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
世
界
的
な
組
織
で
あ
る
国
際
定
期
航
空
操
縦
士
協
会
連
合
会

（International�Federation�of�A
ir�Line�Pilot

’s�A
ssociations

）
は
二
〇
一
四
年
、
中
国
民
用
航
空
局
に
対
し
、
こ
の
航
空
路
は
極

め
て
遅
延
が
生
じ
や
す
い
「
五
つ
黒
星
」
航
空
路
で
あ
る
と
指
摘
し
た）

（1
（

。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
中
国
民
用
航
空
局
は
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
た
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
の
使
用
を
開
始
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る）

（（
（

。
二
〇
一
五
年
一
月
十
六
日
付
で
中
国
民
用
航
空
局
空
中
管
理
（
航
空
管
制
）
局
か
ら
発
出
さ
れ
た
航
空
情
報

（
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
―N

otice�to�A
irm

en

）
（1
（

）
は
、
こ
の
航
空
路
を
同
年
三
月
五
日
午
前
零
時
か
ら
使
用
開
始
す
る
こ
と
、
通
常
は
高
度
九

千
二
百
メ
ー
ト
ル
（
約
三
万
八
百
フ
ィ
ー
ト
―
引
用
者
注）

（1
（

）
以
上
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
、
義
務
位
置
通
報
点
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
か
ら
ウ
ェ
イ

ポ
イ
ン
ト
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
ま
で
は
四
マ
イ
ル
西
に
偏
位
（
オ
フ
セ
ッ
ト
）
さ
せ
る
こ
と
等
を
公
示
し
た）

（1
（

。

第
三
節　

航
空
路
の
運
用
方
法
を
め
ぐ
る
中
台
間
の
事
前
協
議
と
合
意

　

台
湾
か
ら
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
台
湾
政
府
は
二
〇
一
五
年
三
月
二
日
、
こ
の
航
空
路
の
同
月
五
日
か
ら
の
使
用
を
延
期
す
る
こ
と

で
中
国
側
と
合
意
し
た
と
発
表
し
た）

（1
（

。
ま
た
こ
の
協
議
で
は
、「
北
か
ら
南
へ
の
一
方
通
行
と
す
る
こ
と
」
や
、
使
用
開
始
時
期
は

さ
ら
に
中
台
間
で
協
議
し
て
確
定
す
る
こ
と
等
も
合
意
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
浙
江
省
東
山
、
福
建
省
福
州
、
同
省
厦
門

と
こ
の
航
空
路
を
結
ぶ
三
本
の
連
接
航
空
路
（
後
述
）
は
当
面
使
用
せ
ず
、
使
用
に
関
し
て
は
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た）

（1
（

。
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こ
の
航
空
路
は
「
北
か
ら
南
へ
の
一
方
通
行
と
す
る
こ
と
」
に
関
し
て
、
前
出
の
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
発
出
後
の
二
〇
一
五
年
二
月
一
日
付
で
改
訂
さ
れ
た
『
中
国
航
行
資
料
彙
編
』（A

IP�CH
IN

A

）
（1
（

）
の
Ｍ
五
〇
三
に
関
す

る
規
定
に
も
、「
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
へ
の
区
間
で
南
行
す
る
際
に
は
、
西
へ
四
マ
イ
ル
偏
位
さ
せ
て
飛
行
す
る
」
と
記

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
航
空
路
を
飛
行
で
き
る
の
は
南
行
便
の
み
で
あ
る
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
航
空
路
に
お
い
て
は
、

相
対
す
る
航
空
機
間
に
安
全
の
た
め
の
垂
直
間
隔
（
高
度
差
）
が
設
定
さ
れ
る
。
し
か
し
航
空
交
通
量
が
非
常
に
多
く
、
垂
直
間
隔

だ
け
で
は
管
制
処
理
し
き
れ
な
い
場
合
等
効
率
的
な
航
空
路
の
運
用
が
求
め
ら
れ
る
際
に
は
、
管
制
機
関
か
ら
飛
行
ル
ー
ト
の
偏
位

を
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る）

（1
（

。
し
た
が
っ
て
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
と
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
記
述
は
、
こ
の
航
空
路
の
交
通
量
が
多
い
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
、
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
と
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
の
境
界
線
に
最
も
接
近
す
る
区
間
で
西
側
（
す
な
わ
ち
中

国
大
陸
側
）
へ
偏
位
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
飛
行
す
る
航
空
機
を
で
き
る
だ
け
そ
の
境
界
線
か
ら
中
国
大
陸
側
へ
遠
ざ
け
、
不

測
の
事
態
等
が
生
じ
て
も
台
湾
側
が
管
制
す
る
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
へ
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
と
も
読
み
取
れ
る
。
実
際
の

と
こ
ろ
、
当
初
は
こ
の
規
定
の
中
で
「
も
し
Ｍ
五
〇
三
航
空
路
の
東
側
へ
偏
位
し
て
飛
行
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
は
事
前
に
管
制
機
関
へ
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
「
特
殊
要
求
」
が
、
後
に
「
緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
は
管
制
機
関
に
偏
位
の
処
置
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
め
ら
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
東
側
へ
の
偏
位
を
要
求
で
き

る
余
地
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
偏
位
は
緊
急
事
態
の
発
生
時
に
お
い
て
し
か
要
求
で
き
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
規
定
を
見
る
限
り
で
は
、
こ
の
区
間
で
は
南
行
便
の
み
西
へ
偏
位
し
、
北
行
便
は
既
定
の
航
空
路
上
を
飛
行
す
る
と

の
意
味
に
も
受
け
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
航
空
路
は
南
行
便
の
み
使
用
す
る
と
直
接
的
な
表
現
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る）

（1
（

。

中
国
側
は
、
い
つ
で
も
こ
の
航
空
路
の
双
方
向
化
が
で
き
る
よ
う
、
あ
え
て
規
定
を
曖
昧
に
し
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
日
付
で
中
国
民
用
航
空
局
か
ら
発
出
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
で
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
時
間
を
遡
っ
て

三
月
二
十
日
午
後
五
時
か
ら
の
適
用
と
し
て
、「
西
へ
六
マ
イ
ル
偏
位
」
が
公
示
さ
れ
た
。
前
述
し
た
「
西
へ
四
マ
イ
ル
偏
位
」
を
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さ
ら
に
中
国
大
陸
側
へ
二
マ
イ
ル
偏
位
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
事
由
は
何
ら
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
即

時
性
に
対
応
す
べ
き
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
が
、
時
間
を
遡
っ
た
適
用
を
告
示
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
航
空
路

の
使
用
開
始
に
当
た
っ
て
、
台
湾
側
が
こ
の
航
空
路
を
飛
行
す
る
航
空
機
を
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
か
ら
さ
ら
に
遠
ざ
け
た
い
と
し
て
強
く
要

求
し
た
結
果
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
三
月
初
め
に
台
湾
の
民
航
局
は
、
五
回
の
協
議
に
よ
っ
て
、
中
国
側
が
当
初
四
マ
イ
ル
偏
位

さ
せ
る
と
し
て
い
た
の
を
六
マ
イ
ル
に
改
め
さ
せ
た
と
説
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

11
（

。
一
月
に
中
国
側
が
こ
の
航
空
路
を
公
示
し
た

時
点
で
、
台
湾
軍
は
、
台
湾
の
防
空
に
と
っ
て
こ
の
新
航
空
路
は
影
響
な
い
と
し
つ
つ
も
、
航
空
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
で
台
湾

側
の
警
戒
監
視
・
管
制
要
員
の
負
担
が
増
え
、
戦
闘
機
の
待
機
状
況
も
厳
し
く
な
り
得
る
と
懸
念
し
た
よ
う
で
あ
る）

1（
（

。
中
国
側
が
、

そ
う
し
た
台
湾
の
軍
事
上
の
懸
念
に
単
純
に
配
慮
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、
中
台
間
で
、
偏
位
さ
せ
る
距
離
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の

交
渉
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
月
初
め
に
は
、
台
湾
の
毛
治
国
行
政
院
長
は
、
こ
の
空
域
は
基
本
的
に
民
間
航
空
路
の
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
両
岸
の
戦
闘
機
の
活
動
は
こ
の
範
囲
に
入
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
台
湾
の
飛
行
の
安
全
と
国
家
の
安
全
に
有
益

で
あ
る
と
述
べ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
李
翔
宙
国
家
安
全
局
長
も
立
法
院
に
対
し
て
、
こ
の
航
空
路
は
商
用
航
空
路
で
あ
り
、
中
国
の

作
戦
機
に
よ
る
哨
戒
飛
行
が
こ
れ
で
内
側
に
縮
小
し
得
る
と
し
、「
わ
が
国
の
安
全
上
、
相
対
的
に
一
種
の
間
隔
保
障
が
得
ら
れ
、

ま
た
わ
が
防
空
早
期
警
戒
の
縦
深
が
増
加
す
る
こ
と
に
も
な
る
」
と
さ
え
述
べ
た）

11
（

。
い
ず
れ
も
対
外
的
な
建
前
の
発
言
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
台
湾
側
は
一
応
南
行
の
み
の
一
方
通
行
、
中
国
大
陸
側
へ
の
偏
位
距
離
の
上
乗
せ
と
い
う
二
点
で
、
こ
の
航
空
路

の
使
用
に
同
意
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
な
ぜ
偏
位
距
離
の
変
更
の
発
効
日
で
あ
る
三
月
二
十
日
以
前
に
そ
の
旨
の
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
が
出
ず
、
適
用
日
時
を
過
ぎ
て
か

ら
発
出
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
前
出
の
『
中
国
航
行
資
料
彙
編
』（A

IP�CH
IN

A

）
に
初
め
て
こ
の
Ｍ
五
〇
三
の
規

定
が
加
わ
っ
た
の
は
、
前
述
の
通
り
二
〇
一
五
年
二
月
一
日
付
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
同
年
三
月
五
日
午
前
零
時
発
効
と
し
て
「
西
へ

四
マ
イ
ル
偏
位
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
西
へ
六
マ
イ
ル
偏
位
」
に
変
更
・
改
訂
さ
れ
る
の
は
、
同
年
四
月
十
五
日
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付
の
同
書
差
し
替
え
版
で
、
同
年
五
月
二
十
八
日
午
前
零
時
発
効
と
な
っ
て
い
る
。
即
時
性
が
必
要
な
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
に
比
べ
て
、
Ａ

Ｉ
Ｐ
へ
の
記
載
は
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
は
い
え）

11
（

、
三
月
二
十
日
に
発
効
し
た
こ
の
「
西
へ
六
マ
イ
ル
偏
位
」
が
Ａ
Ｉ
Ｐ
に
明
記
さ

れ
た
の
は
そ
の
二
十
六
日
後
で
、
し
か
も
そ
こ
に
は
さ
ら
に
四
十
二
日
後
（
つ
ま
り
現
実
の
発
効
か
ら
六
十
八
日
後
）
か
ら
適
用
す
る

と
さ
れ
て
い
る
事
情
は
不
明
で
あ
り
不
自
然
で
あ
る
。

　

他
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
台
湾
の
民
航
局
は
三
月
二
日
の
時
点
で
、
す
で
に
「
西
へ
六
マ
イ
ル
偏
位
」
で
中
国
側
と
の
合
意
に

至
っ
た
と
発
表
し
て
い
る）

11
（

。
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
国
側
は
実
際
に
は
早
々
と
四
マ
イ
ル
偏
位
か
ら
六
マ
イ
ル
偏
位
へ

の
変
更
に
応
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
公
示
す
る
の
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
中
台
の
管
制
当
局
間
の
協

議
で
は
合
意
を
み
た
も
の
の
、
中
国
側
に
何
ら
か
の
要
因
が
あ
っ
て
、
そ
の
公
示
が
遅
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
国
内
で
、
航
空
管
制

担
当
機
関
と
中
国
人
民
解
放
軍
と
の
間
の
調
整
に
手
間
取
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い）

11
（

。

　

少
な
く
と
も
三
月
二
日
に
は
、
上
海
で
民
間
航
空
関
係
者
の
「
空
運
小
両
会
」（
台
湾
の
台
北
市
航
空
運
輸
商
業
同
業
公
会
と
中
国
の

中
国
航
空
運
輸
協
会
海
峡
両
岸
航
空
運
輸
交
流
委
員
会
に
よ
る
会
合
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
こ
こ
で
Ｍ
五
〇
三
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
中
国
側
は
こ
れ
が
地
域
経
済
社
会
の
発
展
や
航
空
の
安
全
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
台
湾
海
峡
情
勢
の
平
和
と
安
定
に
も
有

利
で
あ
る
と
説
明
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
会
議
は
、
二
〇
一
五
年
の
春
節
（
旧
正
月
）
時
期
の
増
便
が
「
両
岸
同
胞
」
に
歓
迎
さ
れ

た
こ
と
を
中
台
「
双
方
は
十
分
に
肯
定
し
た
」
と
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
こ
の
Ｍ
五
〇
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
は
台
湾

側
が
全
面
的
に
そ
の
必
要
性
や
安
全
性
を
理
解
し
、
中
国
側
の
善
意
を
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
を
「
信
じ
て
い
る
」
と
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
側
は
、「
双
方
が
引
き
続
き
両
岸
の
民
間
航
空
の
良
好
な
趨
勢
を
強
固
に
し
、
両
岸
民
衆
の
福
祉
を
増

進
さ
せ
る
た
め
に
新
た
な
貢
献
を
す
る
こ
と
を
希
望
」
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
Ｍ
五
〇
三
問
題
に
つ
い
て
、
中

台
間
で
全
面
的
な
合
意
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
双
方
と
も
に
ま
だ
不
満
や
異
論
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
航
空
路
か
ら
の
偏
位
距
離
や
飛
行
方
向
と
そ
れ
ら
の
意
義
に
つ
い
て
、
中
台
間
で
齟
齬
が
生
じ
そ
れ
が
解
消
し
て
い
な
か
っ
た
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可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
協
議
に
お
け
る
中
国
側
の
背
後
に
中
国
人
民
解
放
軍
の
存
在
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
中
台
間
の
民
間
航
空

や
航
空
管
制
関
係
者
の
協
議
が
円
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。

　

中
国
側
は
三
月
十
五
日
午
前
、
こ
の
航
空
路
の
試
験
飛
行
を
実
施
す
る
と
台
湾
側
に
正
式
に
通
告
し
た）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
台
湾
の

行
政
院
大
陸
委
員
会
は
、
こ
の
通
告
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
、
こ
れ
は
突
発
的
な
事
案
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
台
湾
内
で
生
起
し
て

い
た
こ
の
問
題
に
対
す
る
否
定
的
な
世
論
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
委
員
会
は
、
同
日
午
前
十
一
時
か
ら
試
験
飛
行
が

開
始
さ
れ
、
事
前
に
そ
の
ル
ー
ト
や
使
用
航
空
機
等
の
情
報
が
通
知
さ
れ
て
い
た
た
め
、
台
湾
の
民
航
局
は
た
だ
ち
に
そ
れ
ら
を
国

防
部
等
関
係
機
関
に
通
報
し
て
対
応
で
き
、
試
験
飛
行
は
台
湾
側
の
全
行
程
に
対
す
る
監
視
と
制
御
の
下
に
行
わ
れ
た
と
表
明
し
た
。

一
方
、
中
国
民
用
航
空
局
も
試
験
飛
行
の
結
果
か
ら
、
航
空
路
の
通
信
と
レ
ー
ダ
ー
の
覆
域
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
航
行
支
援
技
術

規
定
に
完
全
に
適
合
し
て
い
る
と
評
価
し
た）

11
（

。

　

三
月
二
十
日
、
台
湾
側
は
、
中
国
が
こ
の
Ｍ
五
〇
三
を
同
月
二
十
九
日
午
前
零
時
か
ら
使
用
開
始
す
る
と
公
告
し
た
と
発
表
し
た）

11
（

。

そ
し
て
そ
の
三
月
二
十
九
日
午
前
八
時
頃
、
上
海
浦
東
空
港
発
香
港
行
き
の
港
龍
航
空
八
五
七
便
が
こ
こ
を
飛
行
し
て
使
用
が
開
始

さ
れ
た）

11
（

。
中
国
側
は
、
こ
の
航
空
路
の
使
用
開
始
は
「
中
国
民
用
航
空
局
が
運
航
の
正
常
性
を
保
証
す
る
面
で
確
実
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
台
湾
の
行
政
院
大
陸
委
員
会
も
同
日
、「
本
案
に
つ
い
て
、
台
湾

は
あ
る
べ
き
権
益
を
積
極
的
に
確
保
し
、
中
国
大
陸
は
具
体
的
な
調
整
措
置
を
行
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
し
た）

1（
（

。
ま
た
同
委
員

会
は
、
米
国
や
Ｅ
Ｕ
等
国
際
社
会
が
、
本
件
は
話
し
合
い
を
通
し
て
争
議
の
解
決
を
図
っ
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
台
湾
海
峡
情
勢

を
プ
ラ
ス
に
捉
え
て
い
る
と
述
べ
、
こ
の
問
題
の
一
応
の
決
着
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
一
応
の
決
着
が
、
約
三
年
後
の
二
〇
一
八
年
一
月
、
突
然
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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第
四
節　

航
空
路
Ｍ
五
〇
三
の
新
た
な
運
用
と
台
湾
の
反
発
―
―
現
状
変
更
の
深
化

　

二
〇
一
八
年
一
月
四
日
、
中
国
民
用
航
空
局
は
、
こ
の
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
の
北
行
便
の
使
用
と
、
こ
の
航
空
路
に
連
接
す
る
三
本

の
航
空
路
の
使
用
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
台
湾
の
行
政
院
大
陸
委
員
会
は
同
日
た
だ
ち
に
声
明
を
発
し
、
厳
重

に
抗
議
し
た）

11
（

。
す
な
わ
ち
、「
中
国
大
陸
側
が
今
回
、
両
岸
間
の
意
思
疎
通
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
同
時
に
四
本
も
の
航
路
の
使
用
を

開
始
し
た
こ
と
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
双
方
の
『
空
運
小
両
会
』
が
協
議
し
て
得
た
結
果
に
反
す
る
行
い
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

民
間
航
空
路
の
名
を
借
り
て
台
湾
に
対
す
る
政
治
的
、
さ
ら
に
は
軍
事
的
な
企
て
を
隠
す
も
の
で
あ
り
、
台
湾
海
峡
の
現
状
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
意
図
が
疑
わ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
声
明
に
お
い
て
、
中
国
側
が
中
台
間
の
「
協
議
を
経
な
い
ま
ま
」
航
空

路
の
新
た
な
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
は
、「
台
湾
を
尊
重
し
な
い
軽
率
な
や
り
方
で
あ
る
」
と
し
て
重
ね
て
批
判
さ
れ
た
。

　

一
方
、
中
国
国
務
院
台
湾
事
務
辦
公
室
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
馬
暁
光
は
同
日
、
Ｍ
五
〇
三
航
空
路
は
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
に
あ
り
、
そ

の
設
定
と
使
用
は
「
完
全
に
大
陸
の
民
間
航
空
空
域
の
管
理
工
作
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
台
湾
側
と
意
思
疎
通
を
図
る
必
要
は
な

い
」
と
反
論
し
た）

11
（

。
こ
こ
に
こ
の
Ｍ
五
〇
三
問
題
が
再
燃
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
台
湾
側
は
、
こ
の
航
空
路
の
全
面
的
な
使
用
が
中
国
側
に
よ
る
一
方
的
な
措
置
で
あ
る
と
問
題
視
し
た
が
、
そ
れ
以

外
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
航
空
路
（
と
り
わ
け
連
接
航
空
路
）
が
台
湾
と
金
門
島
、
馬
祖
島
と
を
結
ぶ
台
湾
側
の
航
空
路

に
干
渉
し
安
全
上
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
も
台
湾
民
航
局
か
ら
提
起
さ
れ
た）

11
（

。
ま
た
台
湾
国
防
部
も
、
台
湾
の
国
防
安
全
の
維
持
と
い

う
観
点
か
ら
、
こ
の
航
空
路
の
使
用
に
断
固
反
対
で
あ
る
と
表
明
し
た）

11
（

。
だ
が
翌
一
月
五
日
に
台
湾
民
航
局
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ

ろ
で
は
、
四
日
に
は
Ｍ
五
〇
三
を
十
二
便
が
北
行
し
、
二
本
の
連
接
航
空
路
を
三
便
が
利
用
し
た）

11
（

。

　

中
国
側
か
ら
の
通
告
に
よ
れ
ば
、
南
行
便
は
こ
れ
ま
で
通
り
六
マ
イ
ル
西
へ
偏
位
さ
せ
る
が
、
北
行
便
は
厳
格
に
設
定
さ
れ
た
航

空
路
に
沿
っ
て
飛
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た）

11
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
こ
の
航
空
路
の
南
行
便
の
使
用
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を
開
始
し
た
際
、
六
マ
イ
ル
西
へ
偏
位
さ
せ
る
と
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
単
純
に
中
国
側
が
台
湾
側
に
配
慮
し
た
結
果
で
は
な
い
。

中
国
側
は
引
き
続
き
増
大
す
る
航
空
交
通
量
を
見
越
し
、
そ
れ
を
処
理
す
る
た
め
に
い
わ
ば
航
空
路
の
双
方
向
使
用
と
複
線
化
を
当

初
か
ら
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
実
際
に
は
一
方
向
の
み
使
用
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
中
国
側
は
同
時
に
、
こ
の
Ｍ
五
〇
三
に
連
接
す
る
航
空
路
Ｗ
一
二
一
、
Ｗ
一
二
二
、
Ｗ
一
二
三
も
使
用
を
開
始
し
た
。
Ｗ
一

二
一
は
浙
江
省
東
山
か
ら
、
Ｗ
一
二
二
は
福
建
省
福
州
か
ら
、
Ｗ
一
二
三
は
福
建
省
厦
門
か
ら
Ｍ
五
〇
三
に
連
接
す
る
。
そ
も
そ
も

台
湾
側
は
、
こ
れ
ら
三
本
の
う
ち
二
本
の
航
空
路
が
、
台
湾
側
が
す
で
に
使
用
し
て
い
る
Ｗ
二
、
Ｗ
六
、
Ｗ
八
と
い
う
航
空
路
に
近

接
し
て
お
り
飛
行
の
安
全
上
問
題
で
あ
る
と
中
国
側
に
申
し
入
れ
て
い
た）

11
（

。
す
な
わ
ち
、
Ｗ
一
二
二
が
台
湾
北
部
と
馬
祖
島
を
結
ぶ

Ｗ
二
及
び
Ｗ
八
に
、
Ｗ
一
二
三
が
台
湾
南
部
と
金
門
島
を
結
ぶ
Ｗ
六
に
近
く
、
二
〇
一
五
年
三
月
の
時
点
で
す
で
に
使
用
し
な
い
こ

と
で
合
意
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る）

11
（

。

　

た
だ
し
、
Ｍ
五
〇
三
の
双
方
向
使
用
と
連
接
航
空
路
三
本
の
使
用
開
始
に
関
し
て
、
中
国
か
ら
発
出
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
に
も

『
中
国
航
行
資
料
彙
編
』（A

IP�CH
IN

A

）
に
も
何
ら
改
訂
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中
国
が
新
た
な
航
空
路
を
活
用
す
る
と
い

う
方
針
は
基
本
的
に
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
の
使
用
開
始
以
来
、
そ
の
運
用
を
一
方
向
で
の
使
用
と
い

う
こ
と
で
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

折
か
ら
中
国
海
軍
の
空
母
「
遼
寧
」
が
一
月
四
日
深
夜
に
二
隻
の
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
を
伴
っ
て
台
湾
海
峡
を
南
下
し
た
こ
と
と
併

せ
て
、
台
湾
で
は
中
国
の
一
方
的
な
行
動
に
よ
る
現
状
変
更
の
圧
力
を
懸
念
す
る
報
道
が
相
次
い
だ）

1（
（

。
か
つ
て
二
〇
一
五
年
の
Ｍ
五

〇
三
使
用
開
始
の
際
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
軍
用
機
の
活
動
は
縮
小
す
る
と
い
う
見
通
し
も
あ
っ
た
が
、
以
来
中
国
は
、
縮
小

さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
台
湾
の
軍
事
的
、
心
理
的
障
壁
で
あ
る
台
湾
海
峡
中
間
線
に
迫
っ
て
お
り
、
統
一
へ
の
現
状
打
破
を
推
し
進
め

て
い
る
と
い
う
報
道
も
見
ら
れ
る）

11
（

。

　

だ
が
こ
れ
ら
航
空
路
の
全
面
的
使
用
は
、
台
湾
の
軍
事
安
全
保
障
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
中
台
間
の
臨
時
直
行
便
の
運
航
取
り
消
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し
と
い
う
事
態
を
も
招
く
に
至
っ
た
。
二
〇
一
八
年
一
月
十
一
日
、
台
湾
の
民
航
局
は
、
中
国
東
方
航
空
と
厦
門
航
空
か
ら
す
で
に

出
さ
れ
て
い
た
同
年
の
春
節
（
二
月
十
六
日
）
時
期
の
増
便
申
請
（
百
七
十
六
便
）
を
暫
時
許
可
し
な
い
と
発
表
し
た）

11
（

。
同
局
は
二
度

に
わ
た
っ
て
新
航
空
路
を
使
用
し
な
い
よ
う
航
空
各
社
に
呼
び
か
け
て
い
た
が
、
そ
れ
に
応
じ
な
い
こ
の
二
社
の
増
便
申
請
は
許
可

し
な
い
と
い
う
こ
の
措
置
は
、
中
国
に
よ
る
当
該
航
空
路
全
面
使
用
へ
の
対
抗
措
置
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
な
お
こ
の
百
七
十
六
便

は
、
同
期
間
に
中
国
側
航
空
各
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
増
便
申
請
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
た
。
台
湾
の
総
統
府
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
は
一
月
十
九
日
、
こ
の
新
航
空
路
の
問
題
が
台
湾
海
峡
の
平
和
と
い
う
現
状
と
東
ア
ジ
ア
の
安
定
に
重
大
な
衝
撃
を
も
た
ら
す

と
述
べ
、
航
空
交
通
と
い
う
範
疇
を
超
え
た
政
治
的
意
味
合
い
を
有
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た）

11
（

。
翌
一
月
二
十
日
、
台
湾
の
邱
垂
正
大

陸
委
員
会
副
主
任
は
、
増
便
不
許
可
は
暫
時
の
も
の
で
あ
っ
て
中
国
へ
協
議
を
呼
び
か
け
る
た
め
で
あ
り
、「
誰
が
自
ら
の
同
胞
に

懲
罰
を
加
え
た
い
と
願
う
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
春
節
の
帰
省
が
難
し
く
な
る
状
況
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
に
対
す
る
台

湾
民
衆
の
強
い
反
応
を
意
識
し
た
発
言
で
あ
っ
た
。
中
国
大
陸
に
駐
在
す
る
台
湾
の
経
済
人
は
国
民
党
支
持
者
が
多
く
、
民
進
党
の

蔡
英
文
政
権
は
そ
う
し
た
人
々
が
春
節
に
帰
省
す
る
こ
と
を
阻
む
こ
と
で
、
民
進
党
の
執
政
を
有
利
に
進
め
た
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
よ
う
な
複
雑
な
見
解
も
台
湾
国
内
に
は
見
ら
れ
た
が）

11
（

、
と
り
わ
け
春
節
の
帰
省
が
困
難
と
な
る
中
国
駐
在
者
か
ら
大
き
な
不
満

が
噴
出
し
た
よ
う
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
台
湾
側
は
、
中
国
側
が
対
話
を
望
ま
な
い
限
り
、
前
記
二
社
の
増
便
申
請
は
許
可
で
き
な
い
と

し
、
大
陸
委
員
会
の
張
小
月
主
任
も
、
こ
の
問
題
は
「
飛
行
の
安
全
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
の
安
全
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
妥

協
や
譲
歩
の
余
地
は
な
い
」
と
強
い
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た）

11
（

。
前
記
二
社
は
「
民
意
」、「
民
衆
の
権
益
」
と
い
っ
た
論
点
で
台
湾
側

の
増
便
不
認
可
を
強
く
非
難
し
、
中
国
側
の
報
道
で
は
台
湾
の
世
論
も
台
湾
政
府
に
批
判
的
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
伝
え
ら
れ
た）

11
（

。

そ
う
し
て
み
る
と
、
台
湾
政
府
の
対
中
対
抗
措
置
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
む
し
ろ
自
国
民
の
大
き
な
混
乱
と
自
国
政
府
へ
の
不
満
を
招

い
た
こ
と
に
な
る
。
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第
五
節　

台
湾
の
国
防
安
全
保
障
上
の
懸
念
と
民
間
航
空
路

　

こ
う
し
て
新
航
空
路
の
問
題
は
、
ま
ず
台
湾
側
が
中
国
側
の
施
策
は
一
方
的
だ
と
不
満
を
表
明
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
こ

で
は
、
航
空
交
通
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、
台
湾
政
府
に
よ
る
対
中
対
抗
策
が
逆
に
自
国
政
府
へ
の
不

満
を
招
く
と
い
う
事
態
へ
展
開
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
春
節
期
間
の
い
わ
ゆ
る
里
帰
り
航
空
便
の
増
便
一
部
不
認
可
と
い
う
民
間

航
空
政
策
が
、
む
し
ろ
台
湾
の
国
民
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
問
題
が
台
湾
の
軍
事
安
全
保
障
上
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
台
湾
周
辺
の

空
に
お
い
て
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
軍
用
機
の
飛
行
が
活
発
で
あ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
伝
え
ら
れ
て
お
り）

11
（

、
台
湾
の
『
中
華
民
国
一

〇
六
年
国
防
報
告
書
』
に
も
二
〇
一
六
年
八
月
か
ら
二
〇
一
七
年
十
二
月
ま
で
の
二
十
六
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
台
湾
海
峡
上
空

に
は
台
湾
に
よ
っ
て
大
き
く
四
つ
の
飛
行
制
限
空
域
（
二
十
四
時
間
、
三
万
七
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
ま
で
適
用
）
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

厳
し
い
警
戒
監
視
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
台
湾
は
も
と
も
と
中
国
大
陸
南
東
沿
岸
部
へ
大
き
く
食
い

込
む
ほ
ど
の
防
空
識
別
圏
を
公
示
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
二
年
に
は
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
形
で
飛
行
制
限
空
域
を
指
定

し
、
と
り
わ
け
中
国
の
航
空
機
の
飛
行
を
厳
し
く
抑
止
し
て
き
た）

1（
（

。
台
湾
海
峡
上
空
で
実
際
に
中
国
軍
機
、
台
湾
軍
機
の
ど
の
よ
う

な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
台
双
方
に
と
っ
て
そ
こ
は
非
常
に
敏
感
な
空
域
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
二
〇
一
八
年
五
月
に
は
中
国
軍
の
Ｙ
八
「
長
距
離
電
波
妨
害
機
」
が
Ｍ
五
〇
三
の

み
な
ら
ず
台
湾
海
峡
中
間
線
を
台
湾
側
へ
超
え
て
飛
行
し
た
こ
と
が
台
湾
で
伝
え
ら
れ
た）

11
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
台
湾
海
峡
の
ほ
ぼ
中
間
に
、
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
と
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
の
境
界
が
あ
る
。
台
北
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
に
は
、
前
述
し
た
四
つ

の
飛
行
制
限
空
域
の
東
側
に
接
す
る
よ
う
に
し
て
台
湾
海
峡
に
沿
う
航
空
路
Ｌ
一
が
あ
る
。
さ
ら
に
前
述
し
た
よ
う
に
三
本
の
航
空

路
が
台
湾
本
島
か
ら
金
門
・
馬
祖
島
へ
伸
び
て
お
り
、
そ
の
う
ち
と
く
に
台
北
・
金
門
島
間
の
Ｗ
二
と
Ｗ
八
は
台
湾
軍
と
の
調
整
の
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下
に
運
用
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
つ
ま
り
台
湾
側
に
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
空
域
が
軍
事
安
全
保
障
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
あ
り
、
そ
れ
を
重
視
し
つ
つ
こ
の
空
域
を
運
用
し
て
い
る
。
他
方
、
相
対
す
る
上
海
Ｆ
Ｉ
Ｒ
側
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
新
た
な
航
空
路
が
設
定
さ
れ
問
題
化
し
た
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｒ
の
境
界
は
い
ず
れ
も
航
空
交
通
管
制
の
た
め
の
便
宜
的
な
区
画

で
あ
る
と
は
い
え
、
中
国
に
は
近
年
、
そ
れ
を
国
家
安
全
保
障
と
結
び
付
け
て
扱
お
う
と
す
る
概
念
や
行
動
が
見
ら
れ
る）

11
（

。
そ
う
し

た
中
で
、
中
国
が
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
の
航
空
路
を
軍
事
的
に
利
用
し
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

現
に
日
本
の
南
西
空
域
に
お
け
る
中
国
軍
機
の
活
動
の
中
で
、
航
空
路
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
事
例
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
七
日
に
中
国
の
Ｙ
九
情
報
収
集
機
が
対
馬
海
峡
上
空
を
往
復
飛
行
し
た
際
や
、

二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
日
の
Ｙ
八
電
子
戦
機
の
東
シ
ナ
海
で
の
飛
行
、
二
〇
一
六
年
八
月
十
九
日
の
Ｈ
六
爆
撃
機
の
対
馬
海
峡
上

空
で
の
飛
行
等
、
い
ず
れ
も
日
中
間
の
幹
線
航
空
路
で
あ
る
Ａ
五
九
三
の
「
福
江
・
ア
カ
ラ
コ
リ
ド
ー
」（
韓
国
の
仁
川
Ｆ
Ｉ
Ｒ
内
に

あ
る
が
、
韓
国
の
管
制
当
局
は
関
与
せ
ず
、
日
中
の
管
制
当
局
に
よ
っ
て
の
み
管
制
さ
れ
て
い
る
空
域
）
に
一
部
沿
っ
て
飛
行
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
航
跡
が
あ
る）

11
（

。

　

中
台
関
係
に
と
っ
て
長
年
に
わ
た
り
非
常
に
敏
感
な
台
湾
海
峡
上
空
の
空
域
に
お
い
て
、
た
と
え
航
空
交
通
の
た
め
の
航
空
路
開

設
と
は
い
え
現
状
変
更
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
、
台
湾
側
が
何
ら
か
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
を
見
出
す
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

第
六
節　

結
語

　

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
に
、
台
湾
側
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
振
り
回
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
航
空
路
が
台
湾
の
国
防
に
関
わ
る
軍
事
安
全
保
障
に
不
都
合
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
憂
慮
さ
れ
た
こ
と

は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
の
憂
慮
と
と
も
に
、
台
湾
側
に
は
、
中
台
関
係
が
安
定
化
あ
る
い
は
好
転
す
る
こ
と
へ
の
期
待
感
や
対
中
信
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頼
感
が
、
民
間
航
空
分
野
で
の
中
国
に
よ
る
一
方
的
な
航
空
路
設
置
と
運
用
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
と
い
う
失
望
感
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
台
湾
側
が
春
節
期
間
の
中
台
路
線
の
増
便
を
認
可
し
な
い
と
い
う
対
中
対
抗
措
置
が
、
か
え
っ
て
台
湾
自
国
民
の
混

乱
と
反
発
を
招
く
と
い
う
結
果
を
も
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
中
国
が
そ
こ
ま
で
を
見
通
し
て
意
図
的
に
航
空
路
使
用
を
強
行
し
た

と
す
る
確
証
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
近
年
の
中
国
の
航
空
交
通
管
制
や
空
域
統
制
管
理
の
動
向
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
こ
に
中
国

の
し
た
た
か
な
計
算
と
目
論
見
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
台
湾
国
民
の
自
国
政
府
に
対
す
る
反
感
や
批
判
を
巧
み
に
誘
導
し
た

の
は
、
中
国
に
よ
る
現
状
変
更
措
置
で
あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
中
国
に
よ
る
現
状
変
更
志
向
に
対
し
、
台
湾
が
対
等
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
そ
れ
を
後
押

し
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
航
空
輸
送
の
安
全
性
と
経
済
性
を
確
立
す
る
の
に
有
意
義
な
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ

に
台
湾
が
非
加
盟
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
航
空
路
の
設
定
と
運
用
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
、
そ
の

総
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
は
そ
れ
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
国
際
社
会
に

お
け
る
台
湾
の
存
在
と
い
う
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
生
存
空
間
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
台
湾
が

中
国
の
現
状
変
更
志
向
に
異
議
を
唱
え
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
術
を
有
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
場
を
失
っ
て
い
る
状
況
が
続

け
ば
、
変
更
の
結
果
が
い
ず
れ
は
新
た
な
現
状
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
状
と
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て
当
事
者

に
と
っ
て
の
そ
の
時
点
で
の
現
状
が
確
保
さ
れ
維
持
さ
れ
る
保
証
は
な
い
と
は
い
え
、
航
空
分
野
の
よ
う
に
国
際
協
調
が
必
要
と
さ

れ
る
場
面
で
も
、
台
湾
は
主
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

台
湾
は
こ
の
と
こ
ろ
相
次
い
で
、
国
交
関
係
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
六
年
十
二
月
に
は
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
が
、
二
〇

一
七
年
六
月
に
は
パ
ナ
マ
が
、
そ
し
て
二
〇
一
八
年
に
は
五
月
に
ド
ミ
ニ
カ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
が
、
八
月
に
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

が
次
々
と
台
湾
と
の
国
交
を
断
絶
し
、
中
国
と
の
国
交
を
樹
立
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
は
国
交
樹
立
に
際
し
て
、
一
貫
し
て

「
一
つ
の
中
国
」
を
認
め
さ
せ
る
原
則
を
堅
持
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
台
湾
に
と
っ
て
の
外
交
空
間
の
喪
失
は
、
中
国
に
よ
る
外
交
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空
間
の
拡
大
と
一
体
で
あ
り
、
中
国
に
よ
っ
て
外
交
分
野
に
お
け
る
現
状
変
更
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
現

状
変
更
と
並
行
し
て
、
台
湾
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
状
変
更
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　
「
台
湾
、
外
交
に
中
国
の
壁　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
総
会
出
席
で
き
ず
」、『
日
本
経
済
新
聞
』
電
子
版
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
三
日
、

https://w
w

w
.nikkei.com

/article/D
GX

LA
SGM

（（H
（N

_T
（0C1（A

9FF1000/

。

（
（
）　

ち
な
み
に
台
湾
は
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
の
国
際
刑
事
警
察
機
構
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
年
次
総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
認
め
ら
れ

ず
、
二
〇
一
七
年
五
月
の
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
台
湾
は
中

国
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

（
（
）　
「
中
国
民
航
局
：
六
家
外
航
還
没
改
渉
台
名
称
」、『
聯
合
新
聞
網
』
二
〇
一
八
年
七
月
十
三
日
、https://udn.com

/new
s/

story/7（（1/（（（09（（
。「
四
四
航
空
公
司
屈
服
中
国
悪
覇
」、『
蘋
果
日
報
』
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
五
日
、https://tw

.appledaily.
com

/headline/daily/（0180（（（/（80（（8（（

。

（
（
）　

た
だ
し
変
更
方
法
は
各
社
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
航
空
と
全
日
空
は
、「
台
湾
」
の
表
記
を
や
め
た
代
わ
り
に
、「
東
ア

ジ
ア
」
と
い
う
地
域
名
の
中
か
ら
就
航
す
る
台
湾
の
都
市
名
を
選
択
す
る
方
式
と
し
た
。

（
（
）　

航
空
交
通
管
制
の
た
め
の
Ｆ
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
や
、
中
国
に
と
っ
て
の
Ｆ
Ｉ
Ｒ
の
概
念
が
異
質
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中

国
の
空
域
統
制
と
再
編
成
」、
安
田
淳
・
門
間
理
良
編
著
『
台
湾
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
、

一
八
一
～
二
一
六
頁
、
参
照
。

（
（
）　
「
国
台
辦
談
Ｍ
五
〇
三
航
線
：
希
望
台
湾
社
会
多
一
份
理
解
、
少
一
份
疑
慮
」、『
新
華
網
』
二
〇
一
五
年
一
月
十
四
日
、http://

w
w

w
.xinhuanet.com

/tw
/（01（-01/1（/c_111（991（（（.htm

。

（
7
）　

義
務
位
置
通
報
点
と
は
、
航
行
中
の
航
空
機
が
航
空
交
通
管
制
機
関
に
対
し
て
位
置
通
報
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
地
理
上
の

地
点
の
こ
と
。
ウ
ェ
イ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
経
路
、
計
器
進
入
方
式
ま
た
は
位
置
通
報
の
た
め
に
前
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
無
線
施
設
か
ら
の

相
対
的
位
置
、
航
空
路
の
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
ま
た
は
緯
度
・
経
度
で
表
示
さ
れ
た
地
理
上
の
地
点
の
こ
と
を
い
う
。
国
土
交
通
省
航

空
局
監
修
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人A

IM
-JA

PA
N

編
纂
協
会
編
『A

eronautical�Inform
ation�M

anual-JA
PA

N

』
第
六
十
八
号
、
日
本
航

空
機
操
縦
士
協
会
、
二
〇
一
八
年
六
月
、
五
―
一
〇
、
一
二
―
一
七
、
及
び
一
二
―
一
八
頁
。
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（
8
）　
「
中
想
劃
新
航
線　

扁
朝
時
美
施
圧
取
消
」、『
自
由
時
報
』
二
〇
一
五
年
一
月
十
五
日
、http://new

s.ltn.com
.tw

/new
s/focus/

paper/8（7（1（/print

。

（
9
）　
「
Ｍ
五
〇
三
航
線
是
有
利
於
台
海
穏
定
恵
澤
民
衆
的
和
平
通
道
」、『
文
匯
報
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
三
日
。

（
10
）　
「
陸
民
航
局
：
国
際
組
織
歓
迎
Ｍ
五
〇
三
設
立
」、『
中
央
通
訊
社
商
情
網
』
二
〇
一
五
年
三
月
四
日
、http://w

w
w

.cnabc.com
/

new
s/aall/（01（0（0（071（.aspx

。

（
11
）　

た
だ
し
国
際
定
期
航
空
操
縦
士
協
会
連
合
会
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｐ
）
は
、
航
空
路
Ｍ
五
〇
三
が
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
航

空
路
Ａ
四
七
〇
で
は
管
制
都
合
に
よ
る
遅
延
が
恒
常
的
に
発
生
し
て
お
り
、
Ｍ
五
〇
三
の
設
置
が
遅
延
解
消
の
根
本
的
な
改
善
に
な
っ
て

い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。『
日
乗
連
ニ
ュ
ー
ス
』（
日
本
乗
員
組
合
連
絡
会
議
企
画
会
議
）N

o.�（0-（（

、
二
〇
一
七
年
七
月
十
四
日
。

（
1（
）　

航
空
情
報
機
関
が
発
行
す
る
航
空
機
の
運
航
に
必
要
な
情
報
の
一
種
。
航
空
関
係
施
設
、
方
式
、
危
険
等
に
関
わ
る
情
報
で
、
運
航

関
係
者
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
。
前
掲
『A

eronautical�Inform
ation�M

anual-JA
PA

N

』
第
六
十
八
号
、
一
二
―
一
一
頁
。

（
1（
）　

中
国
は
高
度
を
メ
ー
ト
ル
表
記
し
て
い
る
が
、
航
空
分
野
に
お
い
て
は
フ
ィ
ー
ト
表
記
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
1（
）　

原
文
で
は
、「A

IRCRA
FT

�SH
A

LL�EST
A

BLISH
�A

�LA
T

ERA
L�O

FFSET
�A

T
�A

�D
IST

A
N

CE�O
F�（��N

A
U

T
ICA

L�
M

ILES�T
O

�T
H

E�W
EST

�SID
E�O

F�M
（0（�W

H
ILE�O

PERA
T

IN
G�FRO

M
�PO

N
EN

�T
O

�LELIM
.

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

Latest�A
IP�A

m
endm

ent�N
R.�0（/1（,�JA

N
.1,�（01（,�1（/17.�

注
（
19
）
も
参
照
。

（
1（
）　
「
中
台
：
台
湾
海
峡
新
航
路
、
運
用
延
期
で
合
意
」、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
三
月
三
日
朝
刊
。

（
1（
）　
「
台
湾
海
峡　

運
航
開
始
を
延
期　

中
間
線
航
空
路
で
中
国
譲
歩
」、『
産
経
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、http://w

w
w

.
sankei.com

/w
orld/print/1（0（0（/w

or1（0（0（00（7-c.htm
l

。

（
17
）　

こ
の
『
中
国
航
行
資
料
彙
編
』
は
一
般
に
Ａ
Ｉ
Ｐ
（A

eronautical�Inform
ation�Publication

）
と
言
わ
れ
る
資
料
集
で
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｏ
が
定
め
た
基
準
に
則
っ
て
各
国
が
発
行
し
て
い
る
。
当
該
国
の
管
制
空
域
内
を
飛
行
す
る
場
合
に
必
要
な
規
定
や
資
料
等
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
二
十
八
日
ご
と
に
改
訂
さ
れ
る
。
中
国
で
は
こ
の
名
称
で
中
国
民
用
航
空
局
が
発
行
す
る
。

（
18
）　

た
と
え
ば
東
シ
ナ
海
上
空
で
日
中
間
を
結
ぶ
幹
線
航
空
路
の
一
つ
で
あ
る
Ａ
五
九
三
の
「
福
江
・
ア
カ
ラ
コ
リ
ド
ー
」
区
間
で
は
、

恒
常
的
に
こ
う
し
た
偏
位
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
の
解
像
度
が
十
分
で
な
く
、
複
数
の
航
空
機
の
識
別
が

困
難
で
あ
る
場
合
に
も
、
偏
位
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
一
般
に
航
空
路
に
お
け
る
偏
位
は
巡
航
中
に
航
空
管
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制
機
関
か
ら
指
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
で
告
示
さ
れ
る
の
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
国
際
定
期
航
空
操
縦

士
協
会
連
合
会
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ａ
）
は
そ
の
方
式
に
潜
在
的
な
危
険
が
あ
る
と
し
て
注
意
喚
起
の
安
全
通
報
を
発
し
、
異
議
を
唱
え
て
い

る
。
“Offsets�in�En-Route�A

irspace

”,�IFA
LPA

 Safety Bulletin,�（�（�A
pril,�（01（.

（
19
）　

た
だ
し
こ
の
規
定
に
お
け
る
該
当
区
間
は
中
国
語
原
文
で
は
「PO

N
EN

至LELIM

航
段
向
南
運
行
時
」
と
あ
り
、
英
訳
文
で
は

「w
hile�operating�from

�PO
N

EN
�to�LELIM

」
と
な
っ
て
い
る
。「
至
」
も
「from

～to

～
」
も
、
あ
る
一
定
区
間
を
表
現
し
て
は

い
る
が
、
そ
の
方
向
性
、
す
な
わ
ち
南
行
と
い
う
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
中
国
航
行
資
料
彙
編
』（A

IP�
CH

IN
A

）EN
R�（.（-（1

、
二
〇
一
五
年
二
月
一
日
。
ち
な
み
に
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
に
お
い
て
区
間
を
表
す
用
語
と
し
て
は
、「SEGM

EN
T

�

～
―
～
」
が
あ
る
。

（
（0
）　
「
民
航
局
：
就
怕
中
方
偏
航
超
過
海
峡
中
線
」、『
自
由
時
報
』
二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、http://new

s.ltn.com
.tw

/new
s/focus/

paper/8（9（01/print
。

（
（1
）　
「
大
陸
新
航
線
貼
近
海
峡
中
線　

引
台
湾
強
烈
反
弾
」、『
香
港
南
華
早
報
』
二
〇
一
五
年
一
月
十
四
日
、http://w

w
w

.nanzao.
com

/tc/print/china/（（18（/da-lu-sin-hang-xian-tie-jin-hai-xia-zhong-xian

。

（
（（
）　
「
Ｍ
五
〇
三
啓
用　

港
龍
航
空
航
班
走
新
航
線
」、『
中
時
電
子
報
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
九
日
、http://w

w
w

.chinatim
es.

com
/print/realtim

enew
s/（01（0（（9001（87-（（0（09

。

（
（（
）　

発
行
に
時
間
を
要
す
る
Ａ
Ｉ
Ｐ
に
掲
載
す
る
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
喫
緊
の
情
報
等
が
、
と
り
あ
え
ず
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｍ
と
し
て
公
示
さ

れ
、
航
空
固
定
回
線
で
配
信
さ
れ
る
。

（
（（
）　

前
掲
「
台
湾
海
峡　

運
航
開
始
を
延
期　

中
間
線
航
空
路
で
中
国
譲
歩
」。

（
（（
）　

中
国
の
航
空
交
通
管
制
は
基
本
的
に
軍
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
、
ま
た
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い

て
は
以
下
を
参
照
。
拙
稿
「
中
国
の
空
と
安
全
保
障
―
民
間
航
空
と
軍
と
の
相
克
」、『
東
亜
』（
財
団
法
人
霞
山
会
）
二
〇
一
一
年
三
月

号
、
九
六
～
一
〇
七
頁
。

（
（（
）　
「
両
岸
民
航
〝
小
両
会
〟
在
滬
挙
行
工
作
会
議
」、『
中
国
民
用
航
空
局
網
站
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
日
、http://w

w
w

/caac.gov.
cn/X

W
ZX

/M
H

Y
W

/（01（0（/t（01（0（0（_1（981.htm
l

。

（
（7
）　
「
中
国
大
陸
試
飛
Ｍ
五
〇
三
航
線　

陸
委
会
：
在
我
方
全
程
監
控
下
進
行
」、『ET

today

新
聞
雲
』
二
〇
一
五
年
三
月
十
五
日
、
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https://w
w

w
.ettday.net/new

s/（01（0（1（/（788（（.htm

。

（
（8
）　
「
中
国
東
南
沿
海
海
上
飛
行
航
線
Ｍ
五
〇
三
正
式
啓
用
」、『
新
華
網
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
九
日
、http://w

w
w

.xinhuanet.
com

/fortune/（01（-0（/（9/c_111（7979（（.htm

。

（
（9
）　
「
台
湾
海
峡
新
航
空
路
：
二
十
九
日
か
ら
」、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
一
日
朝
刊
。

（
（0
）　

前
掲
「
Ｍ
五
〇
三
啓
用　

港
龍
航
空
航
班
走
新
航
線
」。

（
（1
）　
「
両
岸
間
の
話
し
合
い
に
よ
り
台
湾
は
Ｍ
五
〇
三
航
空
路
の
権
益
確
保
」、『
中
華
民
国
（
台
湾
）
駐
外
単
位
聯
合
網
站
』
二
〇
一
五

年
三
月
三
十
日
、http://w

w
w

/taiw
anem

bassy.org/fp.asp?xItem
=（0（（19&

ctN
ode=（（（7&

m
p=1

。

（
（（
）　
「
Ｍ
五
〇
三
航
線
北
上
運
行
及
相
関
銜
接
航
線
於
一
月
四
日
啓
用
」、『
中
国
民
用
航
空
局
網
站
』、http://w

w
w

.caac.gov.cn/
X

W
ZX

/M
H

Y
W

/（01801/t（018010（_（8（（（.htm
l

。

（
（（
）　
「
大
陸
が
協
議
経
ず
に
航
空
路
の
使
用
を
開
始
、
陸
委
会
は
『
安
全
顧
み
な
い
行
為
』
と
厳
重
抗
議
」、『T

aiw
an�T

oday

』、

https://jp.taiw
antoday.tw

/print.php?unit=1（8,1（9,1（0,1（1,1（（&
post=1（7（0（

。

（
（（
）　
「
Ｍ
五
〇
三
争
議　

北
京
：
盼
美
客
観
看
待
」、『
聯
合
新
聞
網
』
二
〇
一
八
年
一
月
五
日
、https://udn.com

/new
s/

story/117（（/（91（（00?from
=udn-referralnew

s_ch（artbottom

。

（
（（
）　
「
Ｍ
五
〇
三
航
路
近
海
峡
中
線
、
恐
觸
及
我
敏
感
空
域
」、『
聯
合
新
聞
網
』
二
〇
一
八
年
一
月
五
日
、https://w

w
w

.cw
.com

.tw
/

article/article.action?id=（087（78

。

（
（（
）　
「
陸
啓
用
Ｍ
五
〇
三
国
防
部
：
威
脅
空
防
安
全
必
駆
離
」、『
中
央
通
訊
』
二
〇
一
八
年
一
月
五
日
、http://w

w
w

.cna.com
.tw

/
new

s/firstnew
s/（018010（0（0（-1.aspx

。

（
（7
）　

前
掲
「
Ｍ
五
〇
三
航
路
近
海
峡
中
線
、
恐
觸
及
我
敏
感
空
域
」。

（
（8
）　

前
掲
「
Ｍ
五
〇
三
航
線
北
上
運
行
及
相
関
銜
接
航
線
於
一
月
四
日
啓
用
」。

（
（9
）　
「
中
国
劃
新
航
線
未
溝
通　

民
航
局
：
恐
衍
生
飛
安
風
険
」、『
新
頭
殻
』
二
〇
一
五
年
一
月
十
三
日
、https://new

talk.tw
/

new
s/view

/（01（-01-1（/（（7（9

。

（
（0
）　
「
中
国
Ｍ
五
〇
三
航
線
三
／
二
九
蠻
横
啓
用
」、『
蘋
果
日
報
』
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
一
日
、https://tw

.appledaily.com
/

headline/daily/（01（0（（1/（（（（91（8/

。
し
か
し
実
際
に
は
、
Ｗ
一
二
二
も
Ｗ
一
二
三
も
、
台
湾
側
の
既
設
の
航
空
路
と
交
差
し
な
い
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よ
う
に
、
つ
ま
り
こ
れ
ら
を
飛
行
す
る
航
空
機
が
相
互
に
接
近
し
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
台
湾
本
島
か
ら
の

航
空
機
が
馬
祖
・
金
門
島
へ
進
入
す
る
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
際
に
、
中
国
大
陸
側
か
ら
の
航
空
機
が
Ｗ
一
二
二
や
Ｗ
一
二
三

の
最
接
近
部
付
近
を
上
昇
・
降
下
し
た
場
合
、
相
互
に
比
較
的
近
い
高
度
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
航
空
路
の
一

般
的
な
使
用
巡
航
高
度
に
は
一
万
フ
ィ
ー
ト
程
度
の
開
き
が
あ
る
た
め
、
運
用
上
問
題
な
い
。
な
お
、
計
器
飛
行
方
式
に
お
け
る
通
常
の

垂
直
間
隔
は
千
フ
ィ
ー
ト
な
い
し
二
千
フ
ィ
ー
ト
、
横
間
隔
は
三
マ
イ
ル
な
い
し
五
マ
イ
ル
で
あ
る
（
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
）。

（
（1
）　
「
台
媒
：
遼
寧
艦
四
日
深
夜
穿
越
台
湾
海
峡
並
未
〝
繞
台
〟」、『
環
球
網
』
二
〇
一
八
年
一
月
五
日
、http://m

il.huanqiu.com
/

china/（018-01/11（001（1.htm
l

。「
大
陸
遼
寧
艦
新
年
開
訓　

回
程
恐
繞
台
」、『
聯
合
新
聞
網
』
二
〇
一
八
年
一
月
九
日
、https://

udn.com
/new

s/story/11（11/（919（（0

、
等
参
照
。

（
（（
）　
「
中
国
一
騙
再
騙
Ｍ
五
〇
三
劃
設
後
共
機
並
未
往
後
撤
」、『
自
由
時
報
』
二
〇
一
八
年
一
月
十
日
、http://new

s.ltn.com
.tw

/
new

s/politics/breakingnew
s/（（08（8（

。

（
（（
）　
「
Ｍ
五
〇
三
航
線
争
議
昇
級
一
七
六
春
節
加
班
機
暫
不
獲
批
五
万
人
或
滞
台
」、『
星
島
日
報
』
二
〇
一
八
年
一
月
十
八
日
、http://

std.stheadline.com
/instant/articles/detail/（1（7（（-%

E（%
B8%

A
D

%
E（%

9c%
8B-

。

（
（（
）　
「
Ｍ
五
〇
三
争
議　

相
当
籲
北
京
採
取
弥
補
措
施
」、『
中
央
通
訊
』
二
〇
一
八
年
一
月
十
九
日
、http://m

.cna.com
.tw

/new
s/

firstnew
s/（01801190（（（.aspx

。

（
（（
）　

林
郁
方
「
小
英
没
看
到
的
両
岸
小
門
」、『
国
政
分
析
』（
財
団
法
人
国
家
政
策
研
究
基
金
会
）
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
三
日
、

https://w
w

w
.npf.org.tw

/printfriendly/18070
。

（
（（
）　
「
海
基
会
建
議
小
三
通
回
台　

台
商
怒
了
：
干
脆
叫
我
們
游
泳
回
去
過
年
！
」、『
観
察
者
』
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
九
日
、http://

w
w

w
.guancha.cn/society/（018_01_（9_（（（01（.shtm

l
。

（
（7
）　
「
東
航
、
厦
航
被
迫
取
消
一
七
六
班
両
岸
春
節
加
班
機
」、『
八
頻
道
新
聞
及
時
事
節
目
』
二
〇
一
八
年
一
月
三
十
日
、https://

w
w

w
channel8new

s.sg/new
s8/latestnew

s/ （01801（0-w
ld-tw

-flight/（9（7（（（.htm
l

。

（
（8
）　
「
台
湾
都
報
復
大
陸
両
天
了
！
被
罵
爆
的
陸
委
会
：
没
啊
、
人
家
只
想
喊
個
話
・
・
・
」、『
環
球
網
』
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
日
、

http://T
aiw

an.huanqiu.com
/article/（018-01/11（（9998.htm

l

等
。

（
（9
）　

た
と
え
ば
「
密
集
挑
釁　

共
機
両
月
九
度
繞
台
」、『
蘋
果
日
報
』
二
〇
一
七
年
十
二
月
十
九
日
、https://tw

.appledaily.com
/
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headline/daily/（0171（19/（78779（（

、
等
。

（
（0
）　

中
華
民
国
一
〇
六
年
国
防
報
告
書
編
纂
委
員
会
『
中
華
民
国
一
〇
六
年
国
防
報
告
書
』、
国
防
部
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
、
台
北
、

三
十
八
頁
。
た
だ
し
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
中
国
軍
機
の
飛
行
ル
ー
ト
は
台
湾
の
東
方
と
南
方
の
み
で
あ
り
、
台
湾
海
峡
の
例
は
な
い
。

（
（1
）　
「
国
防
部
公
告
：
台
澎
金
馬
周
囲
二
四
浬
為
我
限
制
海
域
」、『
中
国
時
報
』
一
九
九
二
年
十
月
十
四
日
。
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
、

中
国
の
民
間
機
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
て
台
湾
へ
飛
来
す
る
事
案
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）　
「
陸
遠
程
干
擾
機
部
分
航
跡
超
出
Ｍ
五
〇
三
航
路
！
運
―
八
再
台
海
両
度
越
中
線
」、『
中
時
電
子
報
』
二
〇
一
八
年
五
月
十
八
日
、

http://w
w

w
.chinatim

es.com
/new

spapers/（0180（18000107-（（0（01

。
た
だ
し
こ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
中
台
両
軍
と
も
に
平
時

に
お
け
る
任
務
飛
行
の
際
に
は
、
自
軍
に
敵
軍
と
誤
認
識
さ
れ
な
い
た
め
、
機
上
の
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
ー
（
二
次
レ
ー
ダ
ー
の
質
問
パ
ル

ス
に
対
し
て
応
答
バ
ル
ス
信
号
を
自
動
的
に
発
信
す
る
識
別
装
置
）
を
オ
フ
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
航
空
機
は
そ
の
行
動
を
容
易
に
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
（（
）　
『A

IP�T
A

IPEI�FIR

』（
中
華
民
国
民
用
航
空
局
飛
航
管
制
組
）、EN

R.（.1-10

及
び（.1-1（

。

（
（（
）　

注
（
（
）
を
参
照
。

（
（（
）　

こ
れ
以
外
に
も
数
件
あ
り
、
い
ず
れ
も
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
報
道
発
表
資
料
」
に
よ
る
。

ち
な
み
に
、
航
空
自
衛
隊
の
緊
急
発
進
実
施
状
況
は
、
二
〇
一
六
年
度
は
合
計
千
百
六
十
八
回
と
突
出
し
て
過
去
最
多
を
記
録
し
た
も
の

の
、
二
〇
一
七
年
度
は
九
百
四
回
で
二
〇
一
四
年
度
（
九
百
四
十
三
回
）
か
ら
二
〇
一
五
年
度
（
八
百
七
十
三
回
）
並
み
と
な
っ
た
。
ま

た
中
国
機
を
対
象
と
す
る
回
数
も
、
二
〇
一
七
年
度
は
五
百
回
で
二
〇
一
四
年
度
（
四
百
六
十
四
回
）
か
ら
二
〇
一
五
年
度
（
五
百
七
十

一
回
）
並
み
と
な
っ
た
。
た
だ
し
二
〇
一
八
年
度
第
1
四
半
期
の
中
国
機
に
対
す
る
緊
急
発
進
回
数
は
百
七
十
三
回
で
、
二
〇
一
七
年
度

同
時
期
の
百
一
回
に
比
べ
て
七
十
二
回
も
増
加
し
て
い
る
。


